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も
の
、
リ
ス
ク
や
期
待
リ
タ
ー
ン
の
高

低
な
ど
様
々
で
す
。
積
立
型
商
品
の
中

で
も
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
や
状
況
に
よ
っ

て
提
案
商
品
は
異
な
り
ま
す
し
、
説
明

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
積
立
型
商
品
に
は
ど

の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
か
を
押
さ
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

元
本
保
証
さ
れ
て
い
る 

積
立
定
期
預
金
と
定
期
積
金

㋐
積
立
定
期
預
金

　

積
立
定
期
預
金
は
、
毎
月
な
ど
一
定

期
間
ご
と
に
、
お
客
様
か
ら
指
定
さ
れ

た
普
通
預
金
な
ど
の
口
座
か
ら
振
替
を

行
い
、
そ
の
振
替
日
ご
と
に
定
期
預
金

を
設
定
す
る
も
の
で
す
。
通
常
、
随
時

積
み
増
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
金
融

機
関
に
よ
っ
て
商
品
性
に
若
干
違
い
が

あ
り
ま
す
。

と
口
に
積
立
型
商
品
と
い
っ
て

も
、
満
期
が
あ
る
も
の
や
な
い

　

積
立
定
期
預
金
の
一
番
の
特
徴
は
、

元
本
保
証
で
あ
る
こ
と
で
す
。
途
中
で

解
約
す
る
と
金
利
は
下
が
り
ま
す
が
、

元
本
割
れ
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
現
在
の
日
本
で
の
金
利
状
況

で
は
、
金
利
が
低
く
な
か
な
か
増
え
な

い
の
が
デ
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
ま
す
。

㋑
定
期
積
金

　

積
立
定
期
預
金
に
似
た
商
品
に
定
期

積
金
が
あ
り
ま
す
。
定
期
積
金
は
、
あ

ら
か
じ
め
満
期
日
を
決
め
、
満
期
日
ま

で
定
期
的
に
掛
金
を
払
い
ま
す
。
そ
し

て
、
満
期
日
に
払
い
込
ん
だ
掛
金
の
合

計
額
に
利
息
（
給
付
補
て
ん
金
と
い

う
）
を
加
え
た
給
付
契
約
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

　

積
立
定
期
預
金
と
の
違
い
は
、
毎
月

払
い
込
む
資
金
の
満
期
日
が
１
つ
の
契

約
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
貯
め
る
金
額
や
時
期
の
目
標
を
決

め
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
積
立
定
期
預
金
と
同
じ
よ
う
に
、

元
本
保
証
さ
れ
て
い
る
反
面
、
現
状
金

利
は
低
く
、
確
実
な
貯
蓄
に
適
し
た
商

品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

リ
タ
ー
ン
を
期
待
で
き
る
が 

リ
ス
ク
に
留
意
す
る

㋒
積
立
投
資
信
託

　

元
本
保
証
で
は
な
い
も
の
の
、
比
較

的
高
い
リ
タ
ー
ン
が
望
め
る
積
立
型
商

品
に
積
立
投
資
信
託
が
あ
り
ま
す
。
投

資
信
託
は
、
多
く
の
人
か
ら
資
金
を
集

め
て
、
株
や
債
券
な
ど
様
々
な
金
融
資

産
に
投
資
す
る
商
品
で
す
。
１
人
ひ
と

り
が
少
額
か
ら
投
資
信
託
を
購
入
で

き
、
そ
の
成
果
を
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
積
立
投
資
信
託
は
、
そ
の
特

徴
を
活
か
し
て
少
額
か
ら
毎
月
な
ど
と

定
期
的
に
投
資
信
託
を
購
入
す
る
仕
組

み
で
す
。

　

投
資
信
託
は
、
投
資
す
る
金
融
資
産

の
特
性
に
合
わ
せ
た
リ
タ
ー
ン
が
期
待

で
き
ま
す
が
、
価
格
が
変
動
し
元
本
割

れ
す
る
リ
ス
ク
も
伴
う
こ
と
、
ま
た
手

数
料
が
運
用
成
果
に
関
わ
る
こ
と
に
留

意
が
必
要
で
す
。

㋓
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

　

積
立
投
資
信
託
で
の
運
用
で
は
、
２

０
１
８
年
１
月
よ
り
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
と
い
う
税
制
優
遇
措
置
が
活
用
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
投
資
信
託
で
運
用
す
る

際
、
一
定
の
購
入
金
額
（
年
間
上
限
40

万
円
）
と
期
間
（
最
長
20
年
）
の
中
で

運
用
益
が
非
課
税
に
な
る
制
度
で
す
。

　

手
元
資
金
が
十
分
で
な
い
若
年
層
等

の
利
用
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
少
額

か
ら
投
資
し
て
資
産
形
成
が
可
能
と
な

る
よ
う
に
、
対
象
商
品
が
限
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
通
常
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
異
な

り
、
低
コ
ス
ト
で
信
託
期
間
20
年
以
上

等
の
長
期
・
積
立
・
分
散
投
資
に
適
し

て
い
る
こ
と
が
要
件
で
、
金
融
庁
に
届

出
の
あ
っ
た
投
資
信
託
に
な
り
ま
す
。

毎
月
・
半
年
・
毎
年
な
ど 

定
期
的
に
保
険
料
を
支
払
う

㋔
平
準
払
い
生
命
保
険

　

積
立
型
商
品
と
し
て
、
平
準
払
い
生

命
保
険
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
生
命
保
険

に
は
万
一
の
と
き
や
病
気
な
ど
に
備
え

る
と
い
っ
た
機
能
の
ほ
か
に
、
老
後
や

教
育
資
金
な
ど
将
来
必
要
と
な
る
資
金

に
備
え
る
と
い
う
機
能
も
あ
り
ま
す
。

平
準
払
い
と
は
、
積
立
の
よ
う
な
形
で

毎
月
・
半
年
・
毎
年
な
ど
定
期
的
に
保

ひ

特集●つみたてNISAもスタート！資産形成相談への対応法

若いお客様に伝えたい
積立のメリットと説明方法
　ここでは、主な積立型商品の特徴と積立
によるメリットの説明方法を解説します。 金融コンサルタント　栗林　淳

●主な積立型商品の特徴

①

主
な
積
立
型
商
品
の

特
徴
を
押
さ
え
て
お
こ
う

■積立定期預金

・口座振替日ごとに定期預金を設定
・通常、随時積み増すことが可能
・元本保証
・金利が低く増えにくいのがデメリット

■定期積金

・満期日まで毎月定期的に掛金を払う
・満期日に掛金の合計額に給付補てん金
を加えた給付契約金を受け取る
・元本保証
・金利が低く増えにくいのがデメリット

　

■平準払い生命保険

・万一のときや病気などに備える保障機
能、将来必要となる資金に備える貯蓄
機能が付いている
・毎月・半年・毎年など定期的に保険料
を支払う
・老後資金向けに平準払い個人年金保険
がある
・子供の教育資金向けに平準払いの学資
保険がある
・途中解約すると返戻金が保険料を下回
ることもある

　

■積立投資信託

・少額から投資信託を購入できる
・元本保証ではないものの、比較的高い
リターンが期待できる

・手数料が運用成果に関わる

■つみたてNISA

・積立投資信託における税制優遇措置
・2018年1月より運用開始
・年間上限40万円、非課税期間20年
・対象商品が限定（低コスト・信託期間
20年以上・金融庁に要届出）

　

■個人型確定拠出年金（iDeCo）

・積立時・運用時・受取時にそれぞれ税
制メリットがある

・20歳から60歳未満のほぼすべての人
が利用できる

・定期預金や国債、投資信託など選択し
た商品で運用

・原則として60歳まで引き出すことが
できない

・属性によって年間掛金の上限額が設定
されている

　


